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超軽量動力機のための木製双フロートの設計と製作 （第 3 報） 
Third Report:  A Design and Built of Wooden Floats for Micro-Light-Airplane 
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The wooden floats for the micro-light-airplane were designed after Cresswell Walker and built by hand. The construction 
of the wooden floats was completed and a series of the water taxing test on MAXAIR DRIFTER installing these floats 
were carried out. As a result, it was clarified that there was some room for improvement to (1) spraying to the propeller, 
(2) handling on the water, and (3) pitching angle on the high speed water taxing. This report described some engineering 
knowledge we got in the process of taking measures to cope with the condition. We discussed a mechanism of the high 
speed water taxing, and explained the reason to equip with the step which was the characteristic structure of seaplane 
floats. The improved water-rudders had a good effect on handling, and the spray dam added on the floats decreased the 
spray to the propeller. 
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表 1 に試験記録を示す．木製フロートの完成から約 1 年を
















2007 年 6 月の第 7 回までは，主翼を取り付けずに試験を行
った． 








写真 1 高速滑走中で問題となった水飛沫 
 
1) 東京都立産業技術高等専門学校 教授 2) 富士重工業株式会社航空宇宙カンパニー 主事 
3) 新東洋機械工業株式会社 常務取締役 4) 東京都立産業技術研究センター 主任研究員 
5) ムーニーフライングクラブ 6) 木製フロート同好会 
2.2．高速滑走のメカニズム 
機体静止時では，最大浮力はフロートの排水量に等しく 2





































図 2 離水するまでの速度と抵抗の関係 
（文献 2 より引用） 
 













































































2007 年 8 月に行った 2 名搭乗による高速水上滑走試験で
も，船底からの飛沫がプロペラに当たることは無くなった． 





















合いがある（文献 4 の図 19）． 













経験的に 1.0 以下が望ましいとされている（文献 3 の図 16）．









 Spray Dam 
2.5．操 舵 性 
舵の効きが良い条件は，舵面積が大きく，機体重量が軽く，
艇速が速く，船尾トリム（ピッチング姿勢が船首上げ）の場合




































写真 4 フロートに追加装着した水中ラダー 
 
2.6．ピッチング姿勢 




































































写真 5 高速滑走試験時の波の状態 
 
写真 6 改善後の高速滑走姿勢 
 
3．あ と が き 











































図 5 ピッチング姿勢と飛沫の発生状況 
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号 月 日 















13:57～14:07 0 10 0 
初進水，浮力，喫水線および 
静止時のピッチング姿勢確認 
M 10 2.0 ESE 
2 12 3 14:10～14:40 0 30 0 
離岸，着岸，低速滑走および 
八の字旋回，浸水・破損確認 




15:35～15:45 0 10 2 
高速水上滑走（主翼取付無， 
簡易型水中ラダー装着） 
M 20 4.9 ENE 
4 4 29 16:00～16:10 0 10 2 
スプレーダムを追加，および高
速水上滑走（主翼取付無） 
M 20 5.2 SSW 




M 30 4.8 NE 
6 5 13 15:50～16:00 0 10 0 ゴムボートによる曳航実験 M 30 5.9 NE 
7 6 24 13:25～13:35 0 10 2 主翼取付状態で高速水上滑走 M 10 1.2 ENE 
8 6 24 14:00～14:15 0 15 2 主翼取付状態で高速水上滑走 M 10 0.9 NE 
9 8 26 13:20～13:35 0 15 10 主翼取付状態で高速水上滑走 M 10 1.9 E 
10 8 26 13:50～14:05 0 15 3 2 名搭乗条件の余剰推力確認 M/H 10 2.3 ENE 
11 8 26 14:05～14:10 0 05 1 H の旋回・滑走の操作慣熟 H/M 10 2.3 ENE 
12 8 26 14:50～15:10 0 20 7 ポーポイズの処置操作確認 M/K 10 2.2 E 
13 8 26 15:25～15:40 0 15 4 高速水上滑走 H 20 6.1 SSE 
合  計 3 05 38      
 
備考： 
 搭乗者体重 M：62kg，K：60kg，H：78kg 
 時刻は，ビデオカメラ，デジタルカメラによる撮影記録による 
 波高：目視（cm），風速：平均風速（m/s），風向：最多風向（16 方位） 
 風速と風向の気象データは，霞ヶ浦臨湖実験施設（http://www-cger.nies.go.jp/kasumi/）により， 
 霞ヶ浦西岸（大山）から 150m 沖合にある取水塔（北緯 36 ﾟ 00.22'，東経 140 ﾟ 22.85'）にて観測 
 
 
 
 
